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ATM(AutomatedT釧erMa-

Chine;現金自動予頁け払

い機)

*オーブンロビー(休日や夜間

でも人が入れる場所)などに

設置されることが多い｡

住民サービスと個人金融

決済システム

多くの人々が使用するデビ

ットカード端末やAT帆 証

明書自動交付機については,

だれでも簡単に操作できるよ

うにすることが肝要である｡

インターネットが浸透するに

したがい.今後,ホームペー

ジのデザインもシンプルなペ

ージ構成としたり,背景色や
文字色を設定しないなどの配

慮が必要となる｡

近年,急速な社会の高度ネットワーク化に伴い,公共空間に設置される情報システムのバリアフリー化が重要な課題となっ

ている｡例えば,だれもがホームページから情朝を簡単に入手できるように配慮することは,今後ますます重要になるものと

思われる｡

日立製作所は,ホームページの作成で配慮すべき項目を,障害の種類別にわかりやすく記述したガイドラインを設定した｡

また､省庁･自治体が進めている｢電子政府+プロジェクトでは,住民がよく利用するサービスがインターネットを介して受け

られることが期待されている｡このことから,公共空間に設置される｢情朝キオスク+の一つである証明書自動交付システム｢日

立コミュニティ･ステーション+や,多くの人が利用する個人金融決済機器としての,ATM(現金自動預け払い機),最近のデビ

ットカード端末についてのバリアフリー化に取り組んでいる｡

はじめに

公共空間とは,公的機関が運営している施設のほかに,

多くの人が集まり,利用する銀行や口貨店など民間が運

営する店舗や場所も含むものと考えられる｡このような

公共空間では,社会の高度ネットワーク化が進展し,現

在,多くの人々が接する情報機器のバリアフリー化が重

要な課題と言える｡例えば,だれもがホームページから

情報を入手できるように配慮することは,掛･ト自治体

が進めている｢電子政府+プロジェクトと相まって,今後
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ますます重要になるものと考える｡.

日立製作所は,このような,インターネット関連の情

報機器のほか,ATM(現金日動預け払い機)や証明書白

動交付機,さらに最近では,デビットカード端末のバリ

アフリー化に取l)組んでいる｡

ここでは,口‾抹製作所が進めている,だれにもわかりや

すいインターネットのホームページのデザイン,電子政府

プロジェクトとバリアフリー化との関係,およびデビット

カード端末やATMのバリアフリー化への取組みについて

述べるし=.
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だれにもわかる情報提供

-ホームページのデザインー

口立製作所は,束ム(都からの依頼によって都政情報提

供システムでのホームページのデザインを1997勺一三4月に開

始した｡このころから｢情報の公平さ+が重視され,障害

がある人々にとっても,操作しやすく,わかりやすいホ

ームページをデザインすることが求められていた｡その

ため口立一製作所は,東京都の協力を得て,具体的にどの

ようなデザインが良いのかを検討し,199納三3Jlに,検

討結米をガイドラインとしてまとめた1■｡)一‾方,世界的

な動きとしては,W3C(World Wide Web Consortium)

が,1999年5月にガイドラインコ■を公衣している｡

今回作成したガイドラインでは,配慮すべき項口とし

て,(1)手の不日山な人,(2)弱視の人,(3)色弱の人,

(4)日の見えない人,(5)耳の聞こえない人,および(6)

健常者との共川に分けで記述し,この小で良い例と悪い

例を対比させることによi),具体的に,わかりやすく解

説している｡(1),(2),(4),および(6)に当てはまる例

を図1に示す｡)(2),(4)に対しては,ホームページ全体

を統一一しているので,抹作性を向卜させることができる｡

テキストブラウザ`=■の利用に配慮する場合は,さらに,

操作性向上のため,基本操作部をページの先頭と末尾に

付設する｡テキストが長編の場合は,l‾ll閃にも付設する

※1)テキストブラウザ:ホームページのテキスト部分だけを

未ホするブラウザを指す｡.視矧琴寓者が音Jf合成によ

る読み_卜げを聞いて,ホームページの内裕を押解できる

ようにするために開発されたく′_､

タイトル部を規則的に設定
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図1 ガイドラインの記述例

基本操作部の位置が画面ごとに異なると,マウスなどの移動量

が増えて操作性が悪くなる｡

ことが望ましいこ,都政一】､軒拒提供システムのホームページ

では,テキストブラウザを使川している視覚障害者およ

び通常のブラウザを便川している色弱,弱視の人などへ

の配慮が必要なことから,シンプルなデザインとしてい

る(図2参照)｡

今後は,今回作成したガイドラインやW3Cのガイドラ

インを活用し,だれにもわかるホームページを口立グル

ープ内に周知させていく考えである｡

だれでも簡単に操作できる

一電子政府と｢バリアフリー+-

政府は,1994年12月に｢行政情報化推進基本計画+を定

め,1999年8J]には,｢ミレニアム･プロジェクト+構想

を提唱した〔1その構想の中で｢電了一政府+プロジェクトが

取F)上げられ,インターネットの活用による,時間と空

r肘にとらわれない行政サービスを2003平に実現すること

が述べられている｡

行政サービスのうち,住民がよく利用するサービスと

意味を伝えるために,画像に"a】t”タグを使用

■≡■
｢

ファイル(E)編集(さ

㍗"ごLミ与‥‡ご‥､1∴･東京都
メ

;)

最新情報

+_
_t

+....r

⊥J_てJ;

検索 [垂璽二二

■-㌻!丁:

.■∧J_

d●シンプルなべージ構成

●行単位に読み上げたときにも支
障のないようにページを構成

●テーブル,フレームは使わない｡

●背景色の設定は行わない｡

●文字色の設定は行わない｡

図2 都政情報提供システムのホームページ

東京都のホームページを示す｡1999年に新設されたトップページ(http://www.metro.tokyo.jp)から.都政情報のページを表示させることができる｡
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して,転入･転出などの各種届け,住民票,印鑑証明,

戸籍謄本といった公的証明書の発行申請がある｡住民が

受け付け時間帯に自治体の窓口へ行かなくてもこのよう

なサービスが受けられるようにするために,公共施設な

どに情報キオスクを設置することが考えられる｡このよ

うな場合,身体機能の低下した人々も情報キオスクの操

作ができるようにすることが要件となる｡H立製作所が

現在,開発を進めている｢情報キオスク+では,証明書日

動交付機能や情報提供機能などが必要とさオ1ることか

ら,端末機でのこれまでのバリアフリーの考え方や経験

に基づくノウハウを取り入れている｡

｢日立コミュニティ･ステーション+は,証明書自動交

付システムとして開発したものであり,時間外や休日に

も,住民票やElj鑑登録証明苦などを交付することができ

る(図3参月弔)｡

視覚障害者への配慮として,(1)操作の音声案内を聞

くためのハンドセット(受話器),(2)テンキーと点字表

示器を実装した視覚障害者ユニット(図4参照),および

(3)音声ガイダンス機能を搭載した｡さらに,手すりの

取付けや,ユニットド部にスペースを設けることを可能

にすることにより,車いす利用者にも配慮している｡こ

のほかに,見やすいTFT(Thin Film Transistor)液晶画

面を用い,専用ブース,防犯カメラなどが付加でき,だ

れでも安心して使用できるための機能を用意している｡
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図3｢日立コミュニティ･

ステーション+の外観
｢日立コミュニティ･ステ

ーション+は,人と地域を優
しく結ぶ,証明書自動交付シ

ステムである｡

図4 視覚障害者ユニット

視覚障害者に配慮した,

｢日立コミュニティ･ステー

ション+の操作部を示す｡

だれでも安心して操作できる

一個人金融決済機器の｢バリアフリt+-

4.1デビットカード端末

現金に代わる新しい決済手段として,｢J-Debit(ジュイ

デビット)+が2000年に本格的に始まった｡これは,手持

ちの銀行カードで直接買い物の支払いができるシステム

である｡

デビット方式は,利用者と販売･金融機関双方にとっ

て,比較的簡単に導入できる即時決済システムである

(表1参照)｡デビットシステムでは紙幣や硬貨の取り扱

いの必要がないことから,特に視覚障害者にとって,個

人決済のバリアを除く社会基盤として期待されている｡

デビットシステムの決済過梓には,(1)店員がデビッ

トカード端末(図5参照)に金額を入力し,銀行カードを

読ませる操作を行う,(2)顧客が金額を確認した後に,

暗証番号を人力するという∴つの操作がある｡特に,(2)

の金額の確認と暗証番号の入力を確実かつ安全にできる

ことは重安である｡このため,バリアフリー操作のため

に,以卜のようなくふうを凝らした｡

(1)キー入力部

キーの配列はボタン電話器と同様の4段であり,5の上

には凸点を,1の上には縦棒をそれぞれ刻印している｡

0は一回り人きく,エントリーキーとクリアキーは目立つ

ように色を変えてあるため,操作しやすい｡さらに,仝

キーを照光することにより,暗い場所での操作を容易に

表1個人決済方法の比較

チビット方式では.個人認証だけで運用できるうえ,カードの

配布を新たに必要としない｡

現金 クレジットカード電子マネー デビットカード

個人確認 サイン 日吉言正番号 暗証番号

釣り鎧授受 要

与 信 要

カード配布 要 要

注:-(不要)

図5 日立製作所のデビッ

トカード端末

店舗内だけでなく,外務

員の使用にも適した,無線

仕様のデビットカード端末

を示す｡
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図6 日立製作所のATM
"HT-2808''

高齢者や身体障害者の使

いやすさを追求したATM

である｡

している｡

(2)応答音と音声ガイダンス

各キーのクリック時には,操作したことを確認できる

ように,すべてのキーで応答音が発生する｡また,設定

された金額などを読み.卜げる機能や,次の操作をガイド

する音声ガイダンスも備えている｡

(3)保護シェード

暗証番冒･人力時に,わきから盗み見られないように手

もとを隠すための保護シェードをキー入ノJ部に装着でき

る｡保護シェードが使いにくい場合には,取り外しが可

能である｡

4.2 ATM(現金自動預け払い機)

デビットシステムはこれから期待される決音斉システム

であり,ATMもわが国で15ノJ台以上が稼動している社

会基盤である｡これらは近年,コンビニエンスストアへ

の設置が進んでいることもあり,いっそう身近な存在に

なりつつある｡

日立製作所のATM``HT-2808”では,カードロと通帳

口の高さを低くかつ集中化することにより,高齢者や身

体障害者による操作性を高めている(図6参照)｡車いす

対応にスペースを確保することや,図4と同種の視覚障

害者ユニットを装着することも可能である｡

また,利川者がタッチパネルのキーを押す速度を自動

的に検知し,これに応じた速度で画面が反応する機能も

実現している(図7参照)｡

おわりに

ここでは,R立製作所が進めている,だれにもわかり

やすいインターネットのホームページのデザイン,電子

政府プロジェクトと｢バリアフリー+との関係,およびデ

ビットカード端末とATMのバリアフリー化への取組みに

ついて述べた｡

インターネットのホームページは,｢電子政府+プロジェ

急いで使う人

暗証番号

すはや〈反応

支払全額

′ユーぎ.妄言･羞′■_ノ､好

ゆっくり使う人

暗言正番号 支払金客員

ゆっくり反応

図7 操作速度に合わせた画面の反応の例

速い操作をする人へはすばやく,ゆっくりとした操作をする人へ

はゆっくりというように,画面がそれぞれに反応する｡

クトとの関連で,情報提供や各種申請,届けの手段とし

て,今後ますます清川されるものと予想される｡だれも

が-､ド等に情報ヘアクセスしたり,住民サービスを受けた

りする権利を持つことは,きわめて重要なことになる｡

今後も,ホームページのデザインや,インターネット

ヘアクセスするためのパソコン･情報キオスクのバリア

フリー化のために,最新の設計技術やくふうなどを積極

的に取り入れていく考えである｡
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